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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を有する発光モジュールと、前面側に前記発光モジュールを配設する放熱体と
、コネクタ接続方向が前記放熱体の前後方向に対して斜めになるように前記放熱体の後部
に配設される光源側コネクタとを有する光源ユニットと；
　前後方向に開口され前記光源ユニットを配置する枠体と、この枠体に前記光源ユニット
を保持するホルダとを有する本体ユニットと；
　一端側に前記光源側コネクタに接続される電源側コネクタが設けられた電源側ケーブル
を有し、前記本体ユニットの側方に配置されるとともに、前記電源側ケーブルの一端側を
前記本体ユニットの内側を通じて前記本体ユニットの前方に引き出し可能とする電源ユニ
ットと；
　を具備することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記本体ユニットは、前記放熱体の後部に対向する覆い部を有し、
　前記光源側コネクタは、前記覆い部を避ける方向に前記コネクタ接続方向を向けて配設
されている
　ことを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明の実施形態は、発光モジュールを用いた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えばＬＥＤ等の発光素子を有する発光モジュールを用いた照明装置は、発光モ
ジュールの発光素子が発生する熱を空気中に効率よく放熱するために放熱体を用いている
。
【０００３】
　このような照明装置では、例えば、発光モジュールおよび放熱体を有する光源ユニット
を構成し、天井に設置するための枠体の内側に光源ユニットを配置するとともに、枠体の
上側に設けたホルダで光源ユニットを保持したダウンライトがある。
【０００４】
　そして、このような照明装置において、放熱体の後方で、光源ユニットと電源ユニット
とをコネクタを用いて電気的に配線する場合、放熱体の後方に存在する障害物等によって
配線しにくかったり配線できないような支障がないようすることが好ましい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－１２６８３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、光源ユニットと電源ユニットとの配線を容易にでき
る照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の照明装置は、光源ユニット、本体ユニットおよび電源ユニットを備える。光
源ユニットは、発光素子を有する発光モジュールと、前面側に発光モジュールを配設する
放熱体と、コネクタ接続方向が放熱体の前後方向に対して斜めになるように放熱体の後部
に配設される光源側コネクタとを有する。本体ユニットは、前後方向に開口され光源ユニ
ットを配置する枠体と、枠体に光源ユニットを保持するホルダとを有する。電源ユニット
は、一端側に光源側コネクタに接続される電源側コネクタが設けられた電源側ケーブルを
有し、本体ユニットの側方に配置されるとともに、電源側ケーブルの一端側を本体ユニッ
トの内側を通じて本体ユニットの前方に引き出し可能とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、光源ユニットと電源ユニットとの配線を容易することが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態の照明装置を示す電源ユニットの長手方向に沿った方向の断面図であ
る。
【図２】同上照明装置を示す電源ユニットの長手方向に対して直交する方向の断面図であ
る。
【図３】同上照明装置の前面側を示す分解状態の斜視図である。
【図４】同上照明装置の前面側を示す組立状態の斜視図である。
【図５】同上照明装置の後面側を示す分解状態の斜視図である。
【図６】同上照明装置の後面側を示す組立状態の斜視図である。
【図７】同上照明装置の放熱体の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、一実施形態を、図１ないし図７を参照して説明する。
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【００１１】
　図１ないし図６に示すように、照明装置10は、例えば天井部材（天井板）に形成された
円形の埋込孔に埋め込み設置されるダウンライトである。なお、本実施形態では、照明装
置10の前側が下側、後側が上側、前後方向が上下方向であり、上下方向に器具中心軸ｚを
有している。
【００１２】
　照明装置10は、天井部材に設置するための本体ユニット11、この本体ユニット11に着脱
可能に取り付けられる光源ユニット12、およびこの光源ユニット12に電源を供給する電源
ユニット13を備えている。そして、光源ユニット12は、本体ユニット11の前面側から挿入
した後、所定の装着方向に所定角度回動させることにより、本体ユニット11に装着され、
また、本体ユニット11に装着状態で、所定の取外し方向（装着方向と反対方向）に所定角
度回動させた後、本体ユニット11の前面側から抜き外すように構成されている。また、電
源ユニット13は、本体ユニット11の後側で本体ユニット11の側方に突出するように取り付
けられている。
【００１３】
　そして、本体ユニット11は、化粧枠としての枠体20、この枠体20の上側に取り付けられ
たホルダ21、および枠体20の周囲に取り付けられた複数の取付ばね22を備えている。
【００１４】
　枠体20は、器具中心軸ｚを中心として、上下方向に開口する円筒状に形成されている。
枠体20は、円筒状の筒部25、およびこの筒部25の下端から外側方に突設された環状のフラ
ンジ部26を備えている。
【００１５】
　筒部25の内側には、下方に向けて拡開し、上下方向に開口する光源収容部27が設けられ
ている。筒部25の外側には、取付ばね22をそれぞれ取り付けるための複数の取付ばね取付
部28と、ホルダ21を取り付けるためのボスで構成された複数のホルダ取付部29とがそれぞ
れ形成されている。本実施形態では、取付ばね取付部28とホルダ取付部29とが３つずつで
、これらが筒部25の周方向に交互に配置されている。３つの取付ばね取付部28のうち、２
つの取付ばね取付部28が枠体20における電源ユニット13の配設側に配置され、残りの１つ
の取付ばね取付部28が枠体20における電源ユニット13の配設側に対して反対側に配置され
ている。３つのホルダ取付部29のうち、１つのホルダ取付部29が枠体20における電源ユニ
ット13の配設側に配置され、残りの２つのホルダ取付部29が枠体20における電源ユニット
13の配設側に対して反対側に配置されている。
【００１６】
　筒部25の上端には内方に突出する環状の縁部30が設けられ、この縁部30の内側に上下方
向に貫通する円形の貫通孔31が形成されている。貫通孔31の内径は、光源収容部27の内径
よりも小さくなっている。
【００１７】
　また、ホルダ21は、筒部25の上端（縁部30）に対向配置される環状部34、この環状部34
から上方に突設された複数のアーム部35、およびこれらアーム部35に上端に設けられた天
面部である覆い部36を備えている。
【００１８】
　環状部34の下端外側には、それぞれホルダ取付部29にねじ37で固定される複数の脚部38
が突設されている。環状部34の下端内側には、光源ユニット12を着脱可能に係止するため
の複数の係止部39が突設されている。これら係止部39は、環状部34の下端側から環状部34
の内方に突出する係止爪によって構成されており、内周面側には窪み状の保持溝部40が形
成されている。本実施形態では、一対の係止部39が環状部34の中心に対して対称位置に配
置されている。
【００１９】
　アーム部35は環状部34の周方向の３箇所から突設されており、そのうちの２つのアーム
部35が環状部34における電源ユニット13の配設側に配置され、残り１つのアーム部35が環
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状部34における電源ユニット13の配設側とは反対側に配置されている。環状部34における
電源ユニット13の配設側に配置される２つのアーム部35は、環状部34から上方へ向けて真
直ぐに立ち上げられている。環状部34における電源ユニット13の配設側とは反対側に配置
される１つのアーム部35は、環状部34から上方へ立ち上がった後に電源ユニット13の配設
側に傾斜されている。つまり、アーム部35の上部側には、電源ユニット13の配設側に傾斜
される傾斜面41が形成されている。
【００２０】
　覆い部36は、環状部34の内側の上方および筒部25の光源収容部27の上方（貫通孔31の上
方）に対向して配置されている。
【００２１】
　そして、ホルダ21は、環状部34の中心が枠体20の中心と一致すなわち器具中心軸ｚと一
致するように、枠体20に取り付けられている。枠体20の上端と環状部34の下端との間には
隙間が設けられ、この隙間が枠体20とホルダ21との間に設けられる通気部42として構成さ
れている。通気部42は、複数のアーム部35の部分を除いて枠体20とホルダ21との間の全周
に亘って設けられている。また、環状部34と複数のアーム部35と覆い部36との間には開口
部43が形成されている。
【００２２】
　環状部34の内径、および環状部34に連続するアーム部35の内径は、枠体20の縁部30（貫
通孔31）の内径と同一か少し小さく、一対の係止部39間の間隔（内径）は枠体20の縁部30
（貫通孔31）の内径よりも小さくなっている。そして、環状部34の内面およびアーム部35
の内面は、光源ユニット12（後述する放熱体51の放熱部62）の挿入をガイドするガイド部
44として構成されている。
【００２３】
　ホルダ21は、前後方向から見て、係止部39の各位置が、アーム部35の各位置や覆い部36
から外れた位置に設けられている。これは、ホルダ21の製造時、前後方向に型抜きしてホ
ルダ21を形成できるようにするためである。
【００２４】
　また、取付ばね22は、板ばねによって構成されており、基端側が枠体20の取付ばね取付
部28に取り付けられ、先端側が枠体20の外側方に展開するように構成されている。そして
、取付ばね22は、枠体20の側面に沿うように弾性変形させた状態で枠体20とともに天井部
材の埋込孔に挿入でき、さらに、ばね力によって天井部材の上方で側方に展開することに
より、天井部材の上面側に当接して枠体20を上方に引き上げ、枠体20のフランジ部26が天
井部材の下面に当接する状態で、照明装置10の全体を天井部材に支持するように構成され
ている。
【００２５】
　次に、光源ユニット12は、発光モジュール50、この発光モジュール50を前面側に配設す
る筐体としての放熱体51、この放熱体51の前面側に配設される反射体52および前面カバー
53、および放熱体51の後部側に配設される配線部54を備えている。
【００２６】
　発光モジュール50は、基板56、この基板56に実装された複数の発光素子57およびコネク
タ58を備えている。基板56は、例えば金属製で円板状に形成され、前面側に絶縁層を介し
て所定の配線パターンが形成され、この配線パターン上に複数の発光素子57およびコネク
タ58が実装されている。発光素子57には、例えば、面実装タイプのＬＥＤが用いられてい
る。なお、発光モジュール50には、基板に実装された複数のＬＥＤチップを蛍光体層で封
止したＣＯＢモジュールを用いてもよく、あるいは、ＬＥＤに限らず、有機ＥＬ等の他の
発光素子を用いてもよい。
【００２７】
　光源ユニット12は、発光モジュール50の発光出力や発光色の違いに応じた複数種の種類
を有する場合、種類毎に適切な点灯電源が電源ユニット13から供給されるように、電源ユ
ニット13で種類を判別できるように構成されている。例えば、発光モジュール50から電源
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ユニット13に種類に応じた信号が出力されるように構成されている。
【００２８】
　また、放熱体51は、例えばアルミニウム等の金属材料で、略円筒状に一体に形成されて
いる。放熱体51は、前面側（下面側）のベース部61、およびこのベース部61の後面側（上
面側）に設けられる放熱部62を有している。
【００２９】
　放熱体51のベース部61は、円板状の基板配設部64、この基板配設部64の周辺部から前方
へ向けて拡開するように突出する環状の傾斜部65、この傾斜部65の前端側から外径方向に
突出された環状の段部（当接部）66、およびこの段部66の周辺部から前方に突出された環
状の周面部67を有している。
【００３０】
　ベース部61の基板配設部64の前面側は平面状に形成され、この基板配設部64の前面側に
発光モジュール50の基板56の後面が熱伝導シート68を介して配設されている。
【００３１】
　傾斜部65の前面側には、反射体52をねじ69で取り付けるための複数のボス70が突設され
ている。
【００３２】
　段部66の後面側（上面側）は、基板配設部64の前面側と平行な平面状に形成されている
。さらに、段部66の外径、すなわちベース部61の最大外径は、枠体20の筒部25の内径（光
源収容部27の径）よりも小さく、かつ、貫通孔31の内径よりも大きく設けられている。
【００３３】
　周面部67の内周には、前面カバー53を係止するための係止溝71が形成されている。
【００３４】
　図７に示すように、放熱体51の放熱部62は、ベース部61の後面側で中心Ｏ（器具中心軸
ｚと一致）から放射状に配設される複数のフィン73、およびこれらフィン73の外側部を一
体に接続するようにフィン73の周囲に設けられる略円筒状の周壁部74を備えている。
【００３５】
　フィン73は、周壁部74から中心Ｏへ向けた寸法が長い長フィン73Lと、これら長フィン7
3L間にそれぞれ配置されるとともに周壁部74から中心Ｏへ向けた寸法が長フィン73Lより
も短い短フィン73Sとを有している。長フィン73Lのみがベース部61の背面側に一体に設け
られ、短フィン73Sはベース部61から離反されている。なお、短フィン73Sもベース部61の
背面側に一体に設けられていてもよい。
【００３６】
　長フィン73Lおよび短フィン73Sの後端部（上端部）は、周壁部74の後端部（上端部）か
ら前側へ向けて傾斜されているとともに、長フィン73Lの内側部も前側へ向けて傾斜され
ている。一部の長フィン73Lの内側部には保持部としての段差部75が形成されている。
【００３７】
　放熱部62の後側には、ベース部61の後面側中央域にフィン73等が配設されない中央空間
部76が形成され、この中央空間部76の周囲にそれぞれ隣り合う長フィン73Lで囲まれた（
挟まれた）フィン間空間部77が形成されている。これらフィン間空間部77は中央空間部76
に連通されており、このフィン間空間部77内に短フィン73Sが配置されている。放熱部62
の後面側は開口されており、つまり中央空間部76およびフィン間空間部77の後面側が開口
されている。
【００３８】
　周壁部74の前端側（放熱部62の前面側周辺部）は、ベース部61に対して間隔をあけて対
向されている。周壁部74の前端側内側（放熱部62の前面側周辺部）とベース部61との間に
は、周壁部74（放熱部62）の外側と内側とを連通する通気孔78が形成されている。通気孔
78は、ベース部61の傾斜部65の後面側（傾斜面）に間隔をあけて対向され、放熱体51の外
部に連通されているとともに、フィン間空間部77にそれぞれ連通されている。そして、長
フィン73Lは通気孔78の上方域を横切るように設けられ、短フィン73Sは通気孔78の上方域
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内に突出されている。
【００３９】
　周壁部74の外径は、ベース部61の外径よりも小さく設けられている。さらに、周壁部74
の外径は、枠体20の筒部25の内径（光源収容部27の径）よりも小さく、かつ、枠体20の貫
通孔31の内径およびホルダ21の環状部34の内径（および複数のアーム部35間の内径）より
も少し小さく設けられている。
【００４０】
　周壁部74には、ホルダ21の係止部39がそれぞれ前後方向に挿通可能とする複数の着脱溝
部79が設けられているとともに、これら着脱溝部79の周方向一側で周壁部74の前端側にホ
ルダ21の係止部39にそれぞれ係止可能とする係止溝部80が設けられている。着脱溝部79の
前端側と係止溝部80とは、互いに連通されているとともに、通気孔78にも連通されている
。
【００４１】
　本実施形態では、ホルダ21の一対の係止部39の各位置に対応して、一対の着脱溝部79が
放熱体51の中心Ｏに対して対称位置に配置されている。着脱溝部79は、隣り合うフィン73
間であって長フィン73L間に設けられている。
【００４２】
　係止溝部80の溝内上面とベース部61の段部66との間の距離は、枠体20の縁部30の前面側
とホルダ21の係止部39の後面側との間の距離と略同一に設けられている。着脱溝部79側の
係止溝部80の端部側（係止溝部80の溝内上面の端部側）は、ホルダ21の係止部39との係合
を容易にするために、曲面または傾斜面に形成されている。
【００４３】
　放熱部62には、係止溝部80の各位置に対応してベース部61の後面側から保持ばね取付部
81が突設されている。保持ばね取付部81に、ホルダ21の係止部39に係合する保持ばね82が
ねじ83で取り付けられている。保持ばね82は、板ばねによって構成されており、ホルダ21
の係止部39の保持溝部40に係合可能とする保持部84を有している。
【００４４】
　一方の保持ばね取付部81の側部（着脱溝部79とは反対側の側部）で、かつ、放熱体51に
おける電源ユニット13の配設側に、ベース部61の後面側からコネクタ取付部85および配線
取付部86が突設されている。この配線取付部86の近傍で、ベース部61の傾斜部65に、配線
孔65aが貫通形成されている。
【００４５】
　また、図１および図２に示すように、反射体52は、中央が開口された環状で、前方へ向
けて拡開する反射面が設けられている。反射体52の後側には基板56の周辺部に嵌合する嵌
合部88が設けられている。反射体52は、放熱体51のベース部61に設けられたボス70に螺着
される複数のねじ89でベース部61に締め付け固定され、その際、嵌合部88で基板56をベー
ス部61の基板配設部64に押し付けた状態に保持する。
【００４６】
　また、前面カバー53は、透光性を有し、放熱体51のベース部61の前面側を覆えるように
円盤状に形成されている。前面カバー53の周辺部には、ベース部61の係止溝71に係止され
る複数の係止爪91が突設されている。
【００４７】
　前面カバー53の内面（後面側）には、例えばフレネルレンズ等のレンズ部92が形成され
ている。前面カバー53の外面（前面側）の周辺部には、外側レンズ部93が形成され、かつ
、放熱体51の着脱溝部79の各位置に対応して一対の例えば三角形状の標識部94が設けられ
ているとともに、これら標識部94に対して交差する位置に指を引っ掛けて光源ユニット12
を回動操作するための一対の指掛け部95が設けられている。
【００４８】
　また、図１ないし図４に示すように、配線部54は、光源側コネクタ97、およびこの光源
側コネクタ97を放熱体51に取り付けるためのコネクタホルダ98を有している。
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【００４９】
　光源側コネクタ97は、絶縁性を有する略直方体形状のコネクタ本体99、およびこのコネ
クタ本体99の内部に配設された図示しない端子を有している。光源側コネクタ97のコネク
タ接続方向ｆの一端側に雌コネクタ構造を有するコネクタ接続部100が設けられ、一端側
に対して反対の他端側に光源側ケーブル101の一端が接続されている。光源側ケーブル101
の他端には、発光モジュール50のコネクタ58に接続される図示しないコネクタが設けられ
ている。光源側ケーブル101は、ベース部61の配線孔65aを通じてベース部61の前面側と後
面側とに配線されている。光源側ケーブル101の中間部は、図示しない保持具によって配
線取付部86に保持されている。
【００５０】
　コネクタホルダ98は、金属板によって形成されており、取付板部102、およびこの取付
板部102から斜めに折曲された傾斜板部103を有している。取付板部102は放熱体51のホル
ダ取付部29にねじ104で固定されている。取付板部102には、光源ユニット12の落下防止の
ために、一端が本体ユニット11に連結された図示しない吊り紐の他端を連結するための連
結孔105が形成されている。傾斜板部103には光源側コネクタ97を挿通状態に保持する保持
孔106が形成されている。
【００５１】
　そして、放熱体51に取り付けられたコネクタホルダ98の傾斜板部103および光源側コネ
クタ97が、放熱体51の中央空間部76に配置されている。コネクタホルダ98の傾斜板部103
の先端は、長フィン73Lの段差部75に当接して保持されている。
【００５２】
　光源側コネクタ97のコネクタ接続部100の端面に対して垂直となるコネクタ接続方向ｆ
は、放熱体51の前後方向（器具中心軸ｚ）に対して斜めであり、ホルダ21の覆い部36を避
けるとともにアーム部35および環状部34等も避けて、ホルダ21の開口部43に対向する方向
に向けて配設されている。
【００５３】
　次に、図１ないし図６に示すように、電源ユニット13は、電源回路が搭載された電源基
板110、この電源基板110を収容する電源ケース111、この電源ケース111を取り付けた天板
112、およびこの天板112に取り付けられた端子台113，114を備えている。
【００５４】
　電源基板110の電源回路は、商用交流電源を入力し、所定の直流電源に変換して発光モ
ジュール50に供給する。このとき、電源回路は、例えば、光源ユニット12の発光モジュー
ル50から種類に応じた信号を入力し、発光モジュール50の種類に応じた適切な直流電源を
供給する。
【００５５】
　天板112の一端はホルダ21の覆い部36の後面側にねじ115で固定されている。これにより
、電源ユニット13は、本体ユニット11の後側で本体ユニット11の側方に突出するように取
り付けられている。
【００５６】
　端子台113，114は、本体ユニット11から離れた天板112の先端側に配設され、図示しな
いケーブルによって電源基板110に接続されている。一方の端子台113は電源線の接続用で
あり、他方の端子台114は調光信号等の制御信号を伝送する信号線の接続用である。
【００５７】
　そして、電源ケース111の本体ユニット11に対向する端面からは、電源基板110の直流電
源出力部に接続されている電源側ケーブル116が引き出されている。この電源側ケーブル1
16の先端には、コネクタ接続方向ｆに沿って光源側コネクタ97に着脱可能に接続される電
源側コネクタ117が設けられている。電源側ケーブル116の長さは、本体ユニット11の下方
で、光源ユニット12の光源側コネクタ97に電源側コネクタ117を接続可能とする長さにな
っている。
【００５８】
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　電源側コネクタ117は、絶縁性を有する略直方体形状のコネクタ本体118、およびこのコ
ネクタ本体118の内部に配設された図示しない端子を有している。電源側コネクタ117のコ
ネクタ接続方向ｆの一端側に雄コネクタ構造を有するコネクタ接続部119が設けられ、一
端側に対して反対の他端側に電源側ケーブル116の先端が接続されている。
【００５９】
　なお、照明装置10は、天井部材の埋込孔の大きさの種類に応じて、本体ユニット11の枠
体20が複数種類用意されるが、ホルダ21は共通に用いられ、電源ユニット13も共通に用い
られ、また、光源ユニット12の放熱体51も複数種類用意される。
【００６０】
　次に、照明装置10の設置について説明する。
【００６１】
　まず、電源ユニット13を取り付けた本体ユニット11を天井部材に設置する。
【００６２】
　天井部材の埋込孔から下方に引き出されている電源線や信号線を、照明装置10の端子台
113，114にそれぞれ接続する。
【００６３】
　電源ユニット13側の先端側を上方へ向けて天井部材の埋込孔に下方から挿入し、続いて
、複数の取付ばね22を枠体20に沿って弾性変形するように押えるとともに、本体ユニット
11の後部側が埋込孔に挿入されるように（本体ユニット11の後面側が上方に向くように）
回動させながら、本体ユニット11を埋込孔に下方から挿入する。
【００６４】
　複数の取付ばね22の押えを解き、本体ユニット11を埋込孔に挿入していくと、複数の取
付ばね22がばね力によって側方に展開するとともに天井部材の上面側に係合し、複数の取
付ばね22がばね力によって本体ユニット11を上方へ引き上げ、本体ユニット11の枠体20の
フランジ部26が天井部材の下面に当接した状態で止まる。これにより、本体ユニット11の
設置が完了する。
【００６５】
　続いて、光源ユニット12を本体ユニット11に装着する。
【００６６】
　本体ユニット11を設置した際に、電源ユニット13に接続されている電源側ケーブル116
の先端側をホルダ21および枠体20の内側を通じて下方に引き出しておく。
【００６７】
　本体ユニット11の下方において、本体ユニット11から引き出されている電源側ケーブル
116の電源側コネクタ117を光源側コネクタ97に接続する。
【００６８】
　本体ユニット11の枠体20の内側を下方から見て、ホルダ21の係止部39の各位置を確認で
きるため、光源ユニット12の着脱溝部79の各位置をホルダ21の係止部39の各位置に合わせ
て、光源ユニット12を本体ユニット11の枠体20の内側に下方から挿入する。
【００６９】
　光源ユニット12を本体ユニット11に挿入していくと、放熱体51の放熱部62の後端側が枠
体20の貫通孔31を貫通し、この放熱部62の着脱溝部79にホルダ21の係止部39が相対的に進
入するとともに、放熱部62がホルダ21の内側に挿入される。このとき、放熱部62の着脱溝
部79の位置がホルダ21の係止部39の位置からずれていた場合には、放熱部62の上端がホル
ダ21の係止部39に当接して光源ユニット12の挿入が止まるため、光源ユニット12を回動さ
せて、放熱部62の着脱溝部79の位置がホルダ21の係止部39の位置に一致させることにより
、光源ユニット12を本体ユニット11に挿入できる。また、放熱部62の外径が枠体20の貫通
孔31の内径およびホルダ21の内径よりも少し小さい程度に設けられているため、貫通孔31
の内面およびホルダ21の内面のガイド部44が放熱部62の挿入のガイドとなり、放熱部62の
挿入方向が器具中心軸ｚに対して傾くのを防止し、本体ユニット11への光源ユニット12の
挿入を円滑に行うことができる。
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【００７０】
　このとき、電源側ケーブル116は、本体ユニット11の下方で、光源ユニット12の光源側
コネクタ97に電源側コネクタ117を接続可能とする長さになっているため、光源ユニット1
2を本体ユニット11に挿入していくと、電源側ケーブル116に余分な長さ部分が生じる。そ
のため、光源ユニット12を本体ユニット11に挿入する際、電源側ケーブル116の余分な長
さ部分が光源ユニット12と本体ユニット11のホルダ21との間に挟まれるおそれが考えられ
る。本実施形態では、光源側コネクタ97のコネクタ接続方向ｆは、ホルダ21の覆い部36を
避けるとともにアーム部35および環状部34等も避けて、ホルダ21の開口部43に対向する方
向に向けて配設されているため、光源ユニット12を本体ユニット11に挿入する際、光源側
コネクタ97に接続された電源側コネクタ117から引き出されている電源側ケーブル116の余
分な長さ部分がホルダ21の開口部43から外側に突出しやすく、電源側ケーブル116が光源
ユニット12と本体ユニット11のホルダ21との間に挟まれるのを防止できる。
【００７１】
　さらに、光源ユニット12を本体ユニット11に挿入していくと、ベース部61の周辺部が枠
体20の縁部30に当接し、光源ユニット12の挿入が止まる。この光源ユニット12の挿入位置
では、放熱部62の係止溝部80がホルダ21の係止部39の側方に位置している。
【００７２】
　光源ユニット12の挿入完了後、光源ユニット12を所定の装着方向に回動させることによ
り、放熱部62の係止溝部80がホルダ21の係止部39に係合し、放熱部62が係止部39上に引っ
掛かって下降が規制されるとともに、保持ばね82の保持部84が係止部39の保持溝部40に係
合し、放熱部62と係止部39との係合状態が保持される。これにより、光源ユニット12の装
着が完了する。
【００７３】
　なお、本体ユニット11を天井部材に設置する際、本体ユニット11に光源ユニット12が装
着されている状態で設置することもできる。
【００７４】
　また、光源ユニット12は、メンテナンス、寿命による交換、光出力の変更に伴う交換等
のために、本体ユニット11から外すことができる。
【００７５】
　この場合、光源ユニット12を装着方向とは反対の取外し方向に回動させることにより、
放熱部62の係止溝部80がホルダ21の係止部39から外れて、放熱部62の着脱溝部79がホルダ
21の係止部39の位置に移動させた後、光源ユニット12を下方に移動させることにより、光
源ユニット12を本体ユニット11から外すことができる。
【００７６】
　そして、照明装置10を設置した状態では、放熱体51の放熱部62は枠体20の貫通孔31を貫
通して上方のホルダ21の内側に配置され、放熱体51のベース部61は枠体20の内側に配置さ
れる。
【００７７】
　放熱体51のベース部61の外径は枠体20の貫通孔31の内径よりも大きいため、ベース部61
で貫通孔31が隠蔽される。そのため、照明装置10を見上げた場合でも、枠体20の貫通孔31
を通じて天井裏が見えるようなことがなく、照明装置10の外観を良好にできる。
【００７８】
　さらに、光源ユニット12がホルダ21に保持された状態では、ベース部61が枠体20の縁部
30に当接する。そのため、光源ユニット12をがたつきなく本体ユニット11に保持できる。
【００７９】
　また、ホルダ21の覆い部36で光源ユニット12の背面側に配設されているコネクタ97，11
7の上方を覆っている。そのため、天井部材の上方域で落下してくる塵や埃がコネクタ97
，117に付着するのを低減できる。
【００８０】
　また、光源側コネクタ97のコネクタ接続部100の端面に対して垂直となるコネクタ接続



(10) JP 6756976 B2 2020.9.16

10

20

30

40

50

方向ｆは、放熱体51の前後方向（器具中心軸ｚ）に対して斜めであり、ホルダ21の覆い部
36を避けるとともにアーム部35および環状部34等も避けて、ホルダ21の開口部43に対向す
る方向に向けて配設されている。そのため、光源側コネクタ97に接続された電源側コネク
タ117から引き出されている電源側ケーブル116が覆い部36を含めてホルダ21に当たりにく
く、電源側ケーブル116に無理な力が加わるのを防止できる。これによって、光源ユニッ
ト12の後面側とホルダ21の覆い部36との距離を狭めることが可能となり、照明装置10の器
具高さを低くすることができる。したがって、光源側コネクタ97のコネクタ接続部100の
コネクタ接続方向ｆを放熱体51の前後方向（器具中心軸ｚ）に対して斜めにすることによ
り、照明装置10を小形化できる。
【００８１】
　また、本体ユニット11の枠体20とホルダ21との間に通気部42に、放熱体51の通気孔78が
対向される。そのため、本体ユニット11の外側から通気部42および通気孔78を通じて放熱
部62の内側へ空気が流れる通気経路が形成される。
【００８２】
　そして、電源ユニット13から発光モジュール50に所定の直流電源を供給することにより
、発光モジュール50の発光素子57が発光し、発光素子57からの光が前面カバー53を通過し
て照明空間に照射される。
【００８３】
　発光時に発光素子57が発生する熱は、基板56からベース部61の基板配設部64に伝わり、
この基板配設部64の上面から複数の長フィン73L、およびこれら長フィン73Lから周壁部74
に伝わり、さらに、周壁部74から複数の短フィン73Sに伝わり、放熱部62全体から空気中
に放熱する。
【００８４】
　このとき、放熱体51は、複数の長フィン73Lおよび複数の短フィン73Sを備え、隣り合う
長フィン73L間に短フィン73Sを配置しているため、放熱効果を向上させることができる。
【００８５】
　仮に、短フィン73Sを長フィン73Lと同様の寸法とした場合、フィン間の間隔が狭くなり
、放熱のための空気の流れが減少し、その結果、放熱体51の放熱性が低下してしまいやす
い。また、隣り合う長フィン73L間に短フィン73Sを配置しなかった場合、放熱面積が確保
されず、放熱性の向上が望めない。
【００８６】
　そのため、放熱体51は、複数の長フィン73Lおよび複数の短フィン73Sを備え、隣り合う
長フィン73L間に短フィン73Sを配置していることにより、放熱のための空気の流れを確保
しながら、短フィン73Sで放熱面積を増加させて短フィン73Sからの放熱性も確保でき、放
熱体51の放熱性を向上できる。
【００８７】
　しかも、短フィン73Sがベース部61から離れている場合には、短フィン73Sの部分の温度
が放熱部62の他の部分よりも比較的低くなり、ベース部61の熱を長フィン73Lおよび周壁
部74を通じて吸熱しやすく、放熱体51の放熱性を向上できる。なお、短フィン73Sがベー
ス部61に一体に設けられている場合には、ベース部61から短フィン73Sに熱が直接伝わり
、放熱体51の放熱性を向上できる。
【００８８】
　また、放熱体51には、ベース部61と周壁部74との間に通気孔78が形成されているため、
放熱体51に生じる対流によって、放熱体51の周囲の比較的温度の低い空気が通気孔78を通
じて放熱部62の内側に流れ込むとともに放熱部62の内側で熱を吸収し、放熱部62から上面
側へ排出されるため、放熱のための効果的な空気の流れが確保され、放熱体51の放熱性を
向上できる。
【００８９】
　さらに、通気孔78に対向して、ベース部61に傾斜部65が設けられているため、この傾斜
部65によって、放熱体51の周囲から通気孔78へ流れる空気の流れがスムーズになり、放熱
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体51の放熱性を向上できる。
【００９０】
　さらに、通気孔78には長フィン73Lおよび短フィン73Sが対向配置されているため、通気
孔78から流入する外部の比較的温度の低い空気が長フィン73Lおよび短フィン73Sに効果的
に作用し、長フィン73Lおよび短フィン73Sからの放熱効果を高めることができる。
【００９１】
　また、光源ユニット12は本体ユニット11の枠体20およびホルダ21の内側に配置されてい
るが、枠体20とホルダ21との間に通気部42が設けられているため、放熱体51に生じる対流
によって、枠体20およびホルダ21の外側の比較的温度の低い空気が通気部42を通じて光源
ユニット12の放熱体51に流れるため、放熱体51の放熱性を向上できる。
【００９２】
　しかも、放熱体51の通気孔78が通気部42に対向されているため、枠体20およびホルダ21
の外側の比較的温度の低い空気が通気部42から通気孔78を通じて放熱部62の内側に流れや
すくなり、放熱体51の放熱性をより向上できる。さらに、通気部42の上側を構成するホル
ダ21の環状部34の下端位置は放熱部62の周壁部74よりも上方または同一にあることにより
、通気部42から放熱部62の通気孔78に流れる空気の流れをスムーズにでき、放熱体51の放
熱性をより向上できる。
【００９３】
　また、放熱体51の着脱溝部79の箇所には周壁部74がないため、周壁部74があるところに
比べて、スムーズで大きな空気の流れが生じやすく、放熱体51の放熱性を向上できる。
【００９４】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００９５】
　10　　照明装置
　11　　本体ユニット
　12　　光源ユニット
　13　　電源ユニット
　20　　枠体
　21　　ホルダ
　36　　覆い部
　50　　発光モジュール
　51　　放熱体
　57　　発光素子
　97　　光源側コネクタ
　116 　電源側ケーブル
　117 　電源側コネクタ
　ｆ　　コネクタ接続方向
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